
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウニ類の分布が、高密度且つ広域に亘るこ

とから、活動区域の全域でウニ類の除去活

動を実施し、その密度の増加を抑制する。

衰退したアラメ・カジメ場の再生を図るた

め、本種の母藻を設置し、種の供給不足を

解消する。また、当取組を小学校児童と一

緒に行い、ふるさとの海への関心を深める。

 方針②　アラメ母藻の設置

 方針①　ウニ類の除去

高水温によるアラメ・カジメ場の消失 ウニ類の増加 
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